
（別紙３）

～ 2026年2月16日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

～ 2026年2月16日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利用児童に分かりやすいように視覚化・構造化をさらに進

めていきたいと考えています。

2

・教室で行った活動を自宅や園、生活環境でも実施していけ

る機会につながるように、より生活環境等の情報収集として

の評価や、ホームプログラムなどの充実を図っていきます。

・児童の特性を理解して状況に応じて対応をしています。 ・職員間で情報共有を常に行い、児童の状況・状態に合わせ

て対応を行っています。　児童の興味関心に合わせて壁画に

力を入れたり、あいうえお表や標識のポスター、日本地図な

どを貼っています。

・児童が毎日楽しく活動できるように日々のプログラムを工

夫しています。

・活動の体験を生活に結び付けられるように、お買い物体験

学習をしたり、言葉や数などが入っている遊びを取り入れた

りしています。

・子どもの特性や発達を理解し、興味関心に合わせた活動内

容にしています。

2026年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年2月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ルルディ蘇我教室

○保護者評価実施期間 2026年1月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



3

・保護者様との信頼関係をさらに築いていくよう努めます。

・保護者支援のために、情報を発信したり、情報共有を行っ

ていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者様の方から要望などを伺いながら、必要とされてい

る交流がないか検討していきたいと思います。

2

・保護者のご希望や意見を把握し、どのような形で交流が可

能か検討したいと思います。

3

・HUGを通して連絡をこまめにとることが出来ます。 ・HUGを活用し、気になることは保護者にすぐに確認・報告

を行い報連相を徹底しています。

・受容的に保護者様と関わることを意識しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者同士の関わりや、地域との交流が少ないと思いま

す。

・時間の確保や交流機会を設定するのが難しいからだと考え

ます。


